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論 文 審 査 結 果 の 要 旨 
 
我が国の音楽教育に影響を与えた音楽教育理念の一つにカール・オルフ（Orff, Carl 1895-
1982）によるオルフ・シュールヴェルクがある。〈音楽〉〈ことば〉〈動き〉の有機的な
結びつきを重視した音楽活動は、教科書だけではなく様々な教材として実践に取り入れら
れている。 
音楽教育研究において、音楽と動きに関する方法論（リトミック、オイリュトミー、ダ
ンス等）には、独自の音楽観や子ども観、教育観が照射される。オルフの〈動き〉につい
ては、身体の動きのみならず内面の心の動きも含むとされることから、これまで文献翻訳
や教材化が難しいと考えられていた。加えて、オルフの理念に基づいた〈動き〉に関する
研究者や実践者が少ないことから、研究自体が進んでいるとは言い難い状況であった。 
バーバラ・ハーゼルバッハ（Haselbach,Barbara 1939- ）女史は、オルフ研究所が設立さ
れた1961年から、オルフと共にこの教育の研究、実践を支えてきた人物であり、〈動き〉
の領域の中心的人物である。ハーゼルバッハは、オルフ・シュールヴェルクの伝統を生か
しつつ、独立した領域として〈動き〉の教育を展開している。主要論文である「表現論」
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の中で、表現の概念、表現発生のメカニズムとその働き等について述べているだけではな
く、主体が外界の人間関係、環境、自然、芸術などの印象を「直接的な感情表現・真の自
己表現」や「創造的な表現」として外化するという「印象と表現の相互関係」をモデルで
示している。しかし、このモデルの実践での適用や共有化について論じたものはない。 
本研究は、即興性、総合性、創造性を重視するオルフの基礎的音楽と動きの教育の理念
が、現行の「幼稚園教育要領」に示されている幼稚園教育の基本的な考え方や領域「表現」
と同じ方向にあるという立場をとっている。オルフの基礎的音楽と動きの教育の展開に欠
かすことのできないハーゼルバッハの「表現論」や改訂版『子どものための音楽と舞踊』
を研究対象にすることにより、内外のオルフ研究や教育実践の深化に寄与するだけではな
く、我が国の文化に即した幼児の表現の指導法開発の可能性を見出すことができるものと
考える。 
 
本研究は、オーストリアで開発されたハーゼルバッハのモデルが日本の幼児の表現活動
において適用できるのか、その有効性を質的研究により検証することを目的としたもので
ある。 
序章、第１章から第３章で構成される本論のうち、第１章において、オルフとハーゼル
バッハの〈動き〉観の相違、すなわちオルフ・シュールヴェルクとオルフの基礎的音楽と
動きの教育の〈動き〉観の相違について明らかにしている。 
ハーゼルバッハは、オルフのような「情動」重視の「創造的な表現」ではなく、「省察」
を重視していることから、第２章では、オルフの基礎的音楽と動きの教育理念に影響を受
けた我が国の代表的なＡ幼稚園の年長組の表現活動の事例に、ハーゼルバッハの「表現過
程の循環モデル」を適用し、そのプロセスの分析を行っている。第２章では、身体の〈動
き〉と心の〈動き〉の変容を具体的に分析しているだけではなく、ハーゼルバッハの〈動
き〉観の特徴である「省察」について「教師の支援方法」として分析している。 
しかし、身体の動きのみならず内面の心の動きも含むことから、第３章では「感性とは、
身体的自己とのかかわりを覚知する能力（桑子,2001）」に依拠した「感性のフレームワー
ク」を用いて、Ａ幼稚園の実践事例を再検討している。 
以上から、ハーゼルバッハのモデル有効性として、印象から表現への移行のプロセスを
可視化している点、外界の印象と表現の循環を重視している点を確認している。一方、ハ
ーゼルバッハのモデルでは、フレームワークが可視化している“個人的”な表現から“集
団的な表現”への移行が位置付けられていないこと、外界の印象と表現の循環を具体的に
図示していないことを課題として明らかにしている。 
第３章第２節では、本研究で明らかになった課題を踏まえ、わが国の実情に即した幼児
の「表現過程の循環モデル」改訂を検討している。 
 
以上、第１章のハーゼルバッハの「表現論」に関する研究は、内外でも研究が見受け
られないことから、オルフ教育研究に寄与するものであり、音楽教育研究として高く評価
することができる。 
審査委員会は、研究方法の妥当性（分析対象、分析ツール等）について、人間発達学
研究における課題を指摘した上で、音楽教育や幼児教育における本研究課題の重要性、研
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究の発展性について評価した。特に、音楽教育を軸としながらも幼児の表現について、環
境や人間関係を含めて総合的に捉えようとした研究であり、「発達の過程を教育、心理、
文化、環境の観点で児童を中心に探究する」という人間発達学専攻の論文として博士（学
術）授与に値すると全員一致で判断した。 
